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令和6年度スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

日程表【令和７年１月１１日（土）佐賀県会場】

日程の説明　等
ガイダンス

9：00～【10分】

講義総括

9：10～【90分】

⚫	内容A（必須）：グループワークへの導入［目安60分以上］

オンライン学習内容の振り返りや、オンライン学習内容と実施するグループワークのテーマとのつながり等を説明する。

⚫	内容B（任意）：

上記Aに加え、下記例を参考に各都道府県スポーツ少年団にて、スポーツ少年団をはじめとして子どもたちを指導する者に理解し

てほしいテーマを設定の上実施することも可能（講義として実施すること、事務連絡程度は不可）。

【テーマ例】

①	各都道府県内のスポーツ少年団関連事業や取り組みに関する情報提供

（指導者・リーダー養成、国内・国際交流事業等）

②	スポーツ少年団の理念に関する補足説明

 ※専門科目テキストや、スポーツ少年団に関する資料（ガイドブック等）の活用

③	「NO！スポハラ」活動について

［https://www.japan-sports.or.jp/spohara/］

④	ワークブック「ケーススタディから考えるグッドコーチング」

（講習会テキストに同封の上送付している）

［https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid1402.html　］

⑤	子どもの権利とスポーツの原則（ユニセフ）について補足説明

［https://childinsport.jp/］

⑥	学校部活動の地域移行・連携について

⑦	スポーツ団体ガバナンスコード（一般スポーツ団体向け）について

⑧	アクティブ チャイルド プログラム（JSPO-ACP）について

受付

8：30～【30分】

ガイダンス
12:50～【10分】

グループワーク

10:50～【120分】

【テーマ】

①スポーツ・ハラスメント（スポーツ現場での「暴力」、「暴言」、「ハラスメント」、
「差別」など）に頼らず、子どもたちが安全・安心にスポーツを楽しむための指導には、

どのような工夫があるでしょうか？
②スポーツ現場において勝利至上主義に陥らないために、指導者は子どもや保護者へどの

ようなことを伝えていけばよいでしょうか？
③発育発達段階にあるジュニア・ユース世代を指導対象とする場合、指導者はどのような
ことに留意する必要があるでしょうか？

④保護者や地域から信頼を得る指導や組織運営を行うために、指導者はどのようなことに
気をつけたらよいでしょうか？

⑤地域でスポーツをする子ども達やその保護者から指導者は何が求められ、どのような役
割を担うべきでしょうか？（どのような指導者になるべきでしょうか？）
⑥「スポーツ少年団の理念」や「子どもの権利とスポーツの原則」を実現していくために

指導者には具体的にどのような行動が必要でしょうか？（求められるでしょうか？）

上記のうち、2つのテーマについて、グループワークを行う

資格登録手続きの流れ　等

休憩


